
今月の読み物

Bリーグ観戦

副理事長　森林慎介

　以前東京商工会議所江東支部主催の有明アリーナ視察会が行われ、その時有明アリーナを本拠地とし

ている株式会社東京ユナイテッドバスケットボールクラブ（以下TUBC）の取締役副社長　干場一広様を

紹介していただく。その干場様から10月22日（土）14：00開始の主催ゲーム（有明アリーナ・サブアリー

ナ）を見に来ませんかとお誘いいただく。し

ばらくバスケットボールの試合を見ていな

かったので直ぐに 2名分お願いする。

　TUBCは2019年11月に設立され、江東区を

本拠地としている。代表取締役会長　家本賢

太郎氏、ヘッドコーチ　早水　将希氏、キャ

プテン　宮田　諭氏、マスコット　ユナイト

（ウサギ）、チームカラーはユナイテッドブ

ルー（水色）である。10月 9 日に行われたホー

ム開幕戦では9,295人の観客が詰めかけ、クラ

ブ主管試合としてB1,B2,B3リーグの最多入場

者数を更新した。現在はB3リーグに所属している。B3リーグには16クラブが所属し、2022～2023年レ

ギュラーシーズンに 1クラブ52試合（2022年 9 月～2023年 4 月）行い上位 8クラブでトーナメント方式の

プレーオフ（ 4月21日～ 5月 8日）で優勝を決める。
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　有明アリーナに到着すると若い女性が大勢

いるのでビックリ。メインアリーナでJO1の

コンサートが行われるのでグッズを買いに集

まっていた。サブアリーナの入り口が分から

ず建物の周りを一周してしまった。受付に到

着し名前を告げるとプレミアムサイド

HOME36,37のチケットを渡され一番前の席

ですよと教えていただく。会場に入ると両

チームの選手がシュート練習をしていた。今

回の対戦相手は立川ダイスという東京都立川

市を本拠地にしているクラブである。席に着

くとコートから1.5mくらいしか離れていな

いので選手を間近に見ることができ、特に外

国人選手の大きさに圧倒される。試合開始前

に応援の練習が行われる。コロナの影響で声

出しは禁止だが、メガフォンを叩いたり拍手

をしたりチームタオルを掲げたりと皆さんと

一緒に行うと何となく一体感が生まれる。

　いよいよスターティングメンバーの発表で

ある。アウェイのチームは淡々と行われ、ホー

ムチームの場合は照明が消され音楽が流され

一人一人ボクシングのチャンピオンのように

紹介していく。NBAのシカゴ・ブルズのよう

である。両チームの選手がセンターサークル

の周りに集まりティップオフで試合開始とな

る。Bリーグは 1ピリオド10分、 4ピリオド

制で行われる。バスケットボールのコートは

28mⅹ15mの広さがあるが、 2 m前後の大男

達が走り回ると非常に狭く感じる。バスケッ

トはあっと言う間に攻守交替になりスピー

ディーで面白い。第 1 ピリオドは14対14の同

点、第 2 ピリオドは18対16の 2 点差で前半

を終わり32対30の 2 点差の大接戦である

（TUBCのリード）。3Pシュートやシュートブ

ロックなどがあり見応えがある。ここでハー

チケット

ティップオフで試合開始
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フタイムショーが始まる。チアリーダーのダンス

かと思っていたら、@MisuVenusPANDAのキー

ボード演奏であった。ぬいぐるみを着ての演奏だ

がなかなかの腕前である。TUBCアカデミー（下

部組織）のモップ掛け競争もあり、こちらも接戦

で盛り上がる。第 3ピリオドになり、少しずつ点

差が開き始める。第 3ピリオドは19対14でトータ

ル51対44の 7 点差となる。3Pシュートが決まれば

あっと言う間に点差が縮まるので未だ安心できな

い。残り時間 1分以内で逆転される場合が多々あ

るのがバスケットボールである。第 4ピリオドは

今まで以上にスピーディーな展開になり点の取り合いになる。第 4ピリオドは22対20、トータル73対64

でTUBCの勝利となる。勝利チームヘッドコーチ早水将希氏のインタビュー、会長の家本賢太郎氏のご

挨拶、最後にこのゲームのMVPマイケル・クレイグ選手（背番号32）のインタビューで終了となる。TUBC

選手全員がコートを一周して観客に手を振りながらロッカールームにひきあげていく。

　初めてBリーグの試合を観戦したが、テレビで見るより数倍楽しく興奮した。昔のバスケットボール

はビッグマンを中心としたチーム作りやゲームプランであったが、現在は速いパス回しで3Pを狙う形が

主流のようだ。今のところセンタープレイヤー（CP）やパワーフォワード（PF）は体格に勝る外国人選手

がその役割を担っているが、日本人選手がCPやPFで活躍するようになれば世界で互角に戦えるように

なると思う。

　皆さんもぜひ一度Bリーグを生で観戦してください。きっとその魅力に惹かれますよ。
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